
ねらい ・小中学校の教職員の人的交流を促進し、子どもの「学力観」「指導観」
「評価観」の共有を図り、授業改善の促進と学力向上をめざすこと。

・「中一ギャップ」をはじめとした、生活面における課題の解消を図ること。

児童の感想
・友達とたくさん交流ができてうれしい。
・多くの先生からいろいろなことを学ぶこ
とができる。

・中学校の様子がよくわかる。
・毎週木曜日が楽しみになった。

今年度から小中一貫教育の取組として、毎週木曜日に佐々並小５・６年生が
明木小・旭中に出向いて一日の交流学習を行っています。年間３１回を計画し
ています。修学旅行、水泳、陸上記録会、社会見学なども合同で実施します。
回を重ねるごとに親しくなり、木曜日をとても楽しみにしています。

朝8時、佐々並小を
スクールバスで出発

（約１５分）

家庭科 外国語 体育科

修学旅行の準備 合同修学旅行 中学１～３年生と
（学活） （５・６年） 合同音楽（外部講師）

５年と６年に分かれて
算数の単式授業

②小・小合同授業
算数（単式）・道徳
体育・調理実習
合奏合唱 ・工作

③小の単独授業
各小の通常の授業
※交流学習ができない
場合に教室の借用

①乗り入れ授業
中学校教諭＋小学校教諭
家庭科・外国語・体育
他教科は随時実施

昼休みに一緒に遊ぶ


